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スガウェザリング技術振興財団 

第 37 回 表彰・第 38 回 助成 贈呈式    

 

(公財)スガウェザリング技術振興財団では、毎年ウェザリングに関する研究について、著しい成果を上げられた方の表

彰・研究助成を行っています。今年も多数の応募の中から厳正な審査の結果、第 37 回表彰 2 件、第 38 回助成先 5

件を決定し、今春、贈呈式が盛大に執り行われました。 

平成 31 年 4 月 24 日(水) 11 時 20 分～12 時 東海大学校友会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会にあたり、須賀茂雄理事長より「最新のウェザリング技

術に常に触れ、世の中に最新の情報を発信していくことが、

“優れたウェザリング研究者の育成”のために非常に重要で

あると考えております」と挨拶。 

次に相澤益男審査委員長(東京工業大学 名誉教授・元

学長)より選考経過と各受賞者の受賞内容についての報告

があり、続けて表彰並びに助成の贈呈が行われました。 

増子宏 文部科学省 大臣官房審議官より、「皆様の業績

は各種材料や製品など、耐劣化性あるいは耐腐食性の向

上を図るウェザリング技術に関して、卓越した成果を上げら

れ、今後の発展に大きく貢献されることが期待されるもので

ある。スガ財団が長年にわたりこのようなウェザリング技術

者の表彰・助成を続けていることに、敬意を表する」とご祝

辞を戴きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増子 宏 文部科学省 大臣官房審議官 

須賀茂雄 理事長 相澤益男 審査委員長 
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＜第37回 スガウェザリング財団賞表彰＞
 

■科学技術賞■ 

 

大中 隆   (写真左) 
A.A.K. カラーアルマイト株式会社 技術顧問 

日野田悠二 (写真右) 
一般社団法人軽金属製品協会 テクニカルアドバイザー 

 

アルミニウム表面処理関連の研究及び 

国際標準化 

 

 

 

 

 

 

 

長年にわたりアルミニウム表面処理技術および加工技術に従事し、

同業界の指導的役割を務め、ISO/TC79/SC2（軽金属及び同合

金/アルミニウムの陽極酸化皮膜、有機塗膜及び複合被膜）の国

際規格制定においてその卓越した知見と技量により各国をリードし

てきた。具体的業績は次の通り。 

①長年休眠状態にあった ISO/TC79/SC2 の活動を日本が主導

して再開し、管轄する 21 の ISO規格の見直しを実施し、日本の

最新実情に合わせた。②ISO/TC79/SC2 のタイトルと Scope の

見直しを断行し、防食性能に優れる陽極酸化塗装複合皮膜の

ISO規格を日本が主導して新規に制定した。③環境負荷軽減の

ために注目されている粉体塗装を新規に各国と連携して国際標

準化を進めるなど地球環境配慮の取り組みをしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■科学技術功労賞■ 

 

大谷良行 (写真左) 
株式会社UACJ R&Dセンター 第二研究部 表面改

質研究室 兼 分析化学研究室 室長 
兒島洋一 (写真右) 

株式会社UACJ R&Dセンター 第一研究部 部長 

 

アルミニウムの耐食性評価における酢酸の役割 

 

 

 

 

 

 

 
長年にわたりアルミニウムの耐食性研究を行い、アルミニウムの

腐食促進試験における酢酸の役割に注目、慣例的に使用されて

きた腐食促進剤である酢酸の効果を電気化学的に明らかにし、

腐食試験結果の再現性向上に大きく貢献した。更に、防食設計

のための自然電位測定方法の原理解明研究を行い、得られた成

果の展開として、業界規格（LIS）、ISO 規格などの標準化に取り

組み、アルミニウム業界へ貢献している。 
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＜第 38回 助成＞
 

■研究助成■ 

 

池上和志 
桐蔭横浜大学 

医用工学部 臨床工学科 准教授 

放射線検出用の有機無機 

ペロブスカイト光半導体厚膜の耐久性評価 
 

溶液からの再結晶法で合成する光半導体結晶のハロゲン化鉛系ペロブス

カイトを、Ｘ線センサ等への応用を目指し、耐久性と感度を両立する組成

を見出すことを目的とする。光半導体結晶の粗大結晶の再結晶法の確立、

また合成した結晶を微粉末化と熱プレス法を組み合わせた数ミリサイズの

厚膜を作製し、高温度高湿度、また低温環境での耐久性を明らかにし、将

来のセンサ応用についての実用性を評価する。 

 

斎藤英純 

神奈川県立産業技術総合研究所 

川崎技術支援部 

太陽電池評価グループ グループリーダー 

有機系太陽電池の 

耐久性評価技術の開発 
 

色素増感太陽電池、有機薄膜太陽電池、ペロブスカイト太陽電池等の有

機系太陽電池は、軽量、フレキシブル、低製造コストというシリコン太陽電

池にはない特性を有しているため次世代太陽電池として注目されているが、

シリコン太陽電池とは構造が大きく異なるため、IECやJIS等で標準化され

ている耐久性評価法がそのままでは適用できないという問題がある。この

ような問題を解決するために、本研究では有機系太陽電池の新しい評価

法を開発することを目的とする。 

 

廣畑幹人 
大阪大学 大学院工学研究科 

地球総合工学専攻 准教授 

高経年鋼橋におけるリベット継手の 

防食塗装耐久性評価 
 

現存する経年鋼橋は、交通インフラとしての有用性のみならず歴史的構

造物としての価値があり、構造物の美観に配慮しながら管理、保存していく

ことが求められる。経年鋼橋の継手部にはリベットが多用されているが、リ

ベットの腐食が進行した場合に、補修を行い、防食塗装を施す必要がある。

しかし、リベット継手の防食塗装の耐久性については不明な点が多い。本

研究では、リベット継手の腐食進行メカニズムの解明およびリベット部の防

食塗装耐久性評価を目的とした一連の調査ならびに実験的検討を行う。 

 

 

 

＜記念祝賀会＞ 
 

引き続いての記念祝賀会では当財団の丸山俊夫評議員

（東京工業大学 名誉教授 元副学長）がご挨拶、続いて

受賞者を代表して大中隆氏（A.A.K. カラーアルマイト株式

会社）、助成者を代表して、池上和志氏（桐蔭横浜大学）

が挨拶をし、里見多一評議員（日本パーカライジング㈱ 

代表取締役会長）のご発声で乾杯をしました。 

 

■国際会議助成■ 

 

林重成（代理 ステンレス協会 土居大治） 
北海道大学 大学院工学研究院 

材料科学部門 エネルギー材料講座 准教授  

ISO/TC156 
第 31 回年次総会 2019（札幌） 

 

ISO/TC156（金属及び合金の腐食）は、各種金属に共通な腐食試験方法、

あるいは個別金属でもそのTCに耐食性を扱う部分がない場合、腐食試験

方法の規格化を担っている。その総会は年一回アジア、アメリカ、欧州の

持ち回りで開催し、課題解決の議論、提案を行っている。日本からの提案

も多数であることから、この機会にそれらの提案の STEP を促進させるチ

ャンスとして、2019 年度に日本（札幌）にて開催する。 

 

八重真治 
兵庫県立大学 

大学院工学研究科化学工学専攻 教授 
The 3rd International Symposium on  
Anodizing Science and Technology (AST2019) 
（第 3 回アノード酸化の科学と技術に関する国際会議） 

 

 

アルミニウムをアノード酸化して耐食皮膜を形成するアルマイト処理が

1923 年に日本で発明され、以来、我が国はアノード酸化の科学技術で世

界をリードしている。電解コンデンサでは日本企業が世界を先導し、ナノテ

クノロジー分野においても先駆的成果を上げている。近年、多孔質アルミ

ナの規則化、鉄やステンレス鋼への多孔質皮膜形成、シリコンの多孔質

化など、大きく発展している。本会議では、アノード酸化の学術の発展と研

究者・技術者の相互交流を目的とする。 

(肩書きは受賞当時・敬称略) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     丸山俊夫評議員        受賞者代表 大中隆氏 

 

 

 

 

 

 

 
助成者代表 池上和志氏        里見多一評議員 

 

 

 

 

 

 

 
記念祝賀会の様子 
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 関連団体のお知らせ 

■スガウェザリング技術振興財団■ 

 

＜グローバル大気腐食データベースの構築＞ 
第 3 巻を発刊：各種金属材料の屋内暴露試験データを収録 

本書は、平成 25 年度より当財団腐食研究委員会プロジェクト委員の石川雄一氏、須賀茂雄氏が中心となりまとめたも

のです。各国の研究機関や公設試験機関をはじめ、さまざまな協会・学会・団体で実施されてきた金属材料の屋内暴

露試験（炭素鋼、亜鉛、銅、銀、ニッケル、すず）の腐食データを、一元的に抽出したデータベースで、本年 3 月に第 3

巻として発刊しました。なお、第 1 巻は炭素鋼の屋外暴露、第 2 巻は亜鉛・銅の屋外暴露のデータベースです。 

【定価】第 1 巻・第 2 巻：各 10,000 円（税込）、第 3 巻：20,000 円（税込） 

【編集】公益財団法人 スガウェザリング技術振興財団 腐食研究委員会 

申し込みは財団ホームページ(https://www.swtf.or.jp)をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

＜スガウェザリング学術講演会＞ 
本年も、「屋外暴露と促進試験」をテーマに下記の日程で開催いたします。 

プログラム詳細が完成次第、財団ホームページ(https://www.swtf.or.jp)で参加申し込みの受付を開始いたします。 

第 69 回〔東 京〕 日時：2019 年 10 月 24 日（木） 10：00～16：50 会 場： アルカディア市ヶ谷 3 階富士の間 

第 70 回〔大 阪〕 日時：2019 年 10 月 29 日（火） 10：00～16：50 会 場： 大阪国際会議場 12 階特別会議場 

（グランキューブ大阪） 




